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皆さん，こんにちは．福井県立大学の南保

でございます．今日は「withコロナafterコ

ロナの地域産業－福井県産業・企業の今後の

方向性を考える－」というテーマでお話をさ

せていただきます．

ご承知のように今年に入ってコロナ感染症

の蔓延により，世界中の企業が大変な被害を

受けています．今日の話のポイントは，そう

いった中で，１つ目はこれからの地域産業へ

の支援はどうあるべきか．２つ目は地域産業

の将来のあるべき姿とはいったいどういった

かたちだろうか．これらの課題提示について

話を進めさせていただきます．

今年に入りましてこうしたコロナ禍の状況

を踏まえ，福井県立大学では県内企業3,000

社を対象にアンケートを実施し，約1,100社

の回答を得ました．この回答内容を報告しな

がら，先に挙げた２つの課題提示を行ってい

きたいと思います．

今回の調査のポイントは３つあります．１

つ目，コロナ禍前後の経営状況について．今

年の上期（１−６月期）に地域企業がどの程

度影響を受けたかを把握するのが目的です．

２つ目，地域企業はどのような成長産業を今

後考えているのか．３つ目，１，２をベース

に福井県の産業構造および企業の事業活動に

ついて将来あるべき姿を追求する．

では，１つ目のポイントから話を進めてま

いります．コロナ禍前後の経営状況ですが，

今年の上期にかけてやはり業況が悪くなった

という企業は70.4％に達しています．ほとん

どの企業が悪くなったと答えていますが，特

徴的なのは土木建設業では「悪いながらも変

わらない」と答えた企業が54.6％あります．

福井県の場合，公共工事が結構旺盛であるこ

とや新幹線関連工事があり，恵まれた受注環

境にあることがこういった結果をつくり出し

たと思います．

次に，こうした中，売り上げ状況はどうな

のかということです．円グラフに書いてあり

ますとおり，当然売り上げはダウンしたわけ

ですが，３割～４割の売り上げ減が非常に多

く20.5％を占めています．内訳をさらに調べ

てみますと，回答をいただいた1,081社のう

ち全体の約４分の１が５割以上減少している

ことが分かりました．一方で，約４分の１の

企業は変わらない，あるいは増加しているこ

とも分かりました．ここから分かることは，

今回回答していただいた企業は，コロナ禍で

あっても底堅い企業経営を維持した例が多

かったということです．

この要因としては，福井県は製造業あるい

は建設業等の２次産業のウエートが高く，一

見派手さに欠ける産業構造ですが，それがか
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えって今回のコロナ禍では功を奏したかたち

となっているということだろうと思います．

そうした売り上げ状況の中で当然資金繰り

も重要となってきますが，今回の調査では

５割弱の企業が「資金調達なし」「自己資金

で賄った」と回答しています．結局４割半ほ

どの企業は自前で資金を賄ったということで

す．全国的に見てみますと，若干借り入れの

割合が低かったのではないかと考えられまし

て，底堅い地元企業の経営状況がこの結果か

らも伺えるかと思います．

今後の事業展開ですが，調査項目に基づき

企業に問い掛けましたが，休業・廃業・売却

を考えている企業は全体の1.4％と非常に少

なかったです．約94％の企業は「今後も継

続する」と回答しています．粘り強い福井県

企業の姿が読み取れるのではないかと思いま

す．

さらに，継続すると答えた企業に具体的な

継続方針を尋ねたところ，61.4％が「現状維

持」と回答しています．次いで「既存事業関

連の多角化」「既存事業の見直し」と回答し

た企業も見られます．今後の方針としては，

主に既存事業を軸にした事業展開を考えてい

る企業が多いことが分かります．つまり経営

戦略上は多角化するにしても関連多角化志向

で，経営資源をじっくり見極めながら新事業

を考える．いわゆるインサイドアウト型，堅

実経営の企業が多いことが伺えました．

その中で内部的にどのような改革を行った

かについても調査しました．働き方がどう変

わったかということです．結果の表は大変細

かいですが，やはり時短勤務が25.1％を占め

ました．これはコロナ禍以前から取り組んで

いる企業がありますので当然といえば当然で

すが，そのほか全国的に増えているリモート

会議，テレワークなどを導入する企業も目

立っています．ＢＣＰについて考えている企

業も１割程度見られました．こういったとこ

ろが１つ目の福井県企業の経営状況の中身で

す．

続きまして調査ポイントの２つ目，地域企

業が考える今後の成長産業，どういった分野

を成長産業と見ているのかについてです．約

50産業を併記してそこで複数回答していた

だいた結果です．ＡＩが全体の77.9％を占め，

ほかに運転支援，ＩｏＴ，５Ｇなどデジタル

分野を成長産業と見ています．

もう少し突き詰めて見たのが次の結果で

す．地域産業が考える今後の成長産業につ

いて分析を重ねてみましたが，ここには上

位10項目が書いてあります．今回のコロナ

禍で甚大な被害を受けた観光系のニーズはど

のようなものかと見ましたが，実は45位と

いうことで，非常に観光ツーリズムに対する

期待感が下がっていることも分かりました．

上位10項目についてその特徴を考えますと，

先ほどから述べていますようにＡＩ，運転支

援，ＩｏＴ，５Ｇと，どちらかというとやは

り今のデジタル社会に乗ってデジタル産業分

野に期待感を寄せている企業が多いことが分

かります．

もう１つは，自然災害対策やスマートアグ

リ・農業ＩＣＴ，予防医療，遠隔医療・遠隔

手術などがベスト10に入っていますが，こ

れらをまとめて「命を守る産業」とすると，

この分野へのニーズも結構高いものがあると

私は読みました．結果として，地域の企業が

考える今後の成長産業はデジタル産業分野，

あるいは命を守る産業分野だということが分
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かります．

では実際にそういう成長分野への参入，導

入はあるのかというところです．ここには各

産業を書いてありますが，参入済み，参入予

定，参入なしということで，真ん中の参入予

定を見ますと，先ほど非常に高かったＡＩで

も実際に参入を予定している企業は7.2％程

度しかありません．ＩｏＴで9.1％です．各

成長産業を見ても「参入は考えていない」「ど

ちらかというと参入はない」という回答が全

体の４割から５割を占めている結果が出てい

ます．

要するに成長産業があっても，そこに参入

や導入はしないということです．なぜそう

いった回答が出たかということを考えてみま

すと，１つ目，福井県の場合は中小企業の割

合が非常に高く，おそらくヒト・モノ・カネ・

情報・ノウハウ等の経営資源の面で限界があ

り，なかなかそういった新しい分野に参入し

にくいということが特徴として挙げられると

思います．

２つ目，堅実経営が売りの福井県企業にとっ

て関連多角化は考えても，なかなか本当の新

分野，非関連多角化分野は考えにくいという

ことも理由として挙げられると思います．

３つ目，歴史的な背景ですが，福井県の場

合は繊維産業や眼鏡枠産業，建設業もそうで

すが，どちらかといえば労働集約型産業で成

長した企業が多いです．結局，そういった労

働集約型産業に特徴を持つ福井県企業が，一

番の成長産業分野と目するデジタル産業分野

には合わないのではないか，そういうことも

参入しない理由に挙げられるのではないかと

思います．

ただ，それでは地域経済の将来が非常に危

ぶまれます．これは冒頭で言いました課題の

提示につながりますが，そういった中で地域

産業に対して，あるいは地域企業に対して，

支援機関がある程度手を差し伸べることが必

要になってくると思います．

ではどのような施策が大事なのか．１つ目，

オープンイノベーションのさらなる推進を提

示したいと思います．今も福井県の場合はＦ

ＯＩＰ（ふくいオープンイノベーション推進

機構）がオープンイノベーションを推進して

いるわけですが，それに増してそういった支

援活動を強めていくことが重要ではないかと

思うところです．

２つ目，実際にオープンイノベーションの

推進によって技術やアイデア，あるいは革新

的なビジネスモデルが見いだされたとして

も，それが果たして事業性を伴うかどうか．

いわゆるビジネスとして採算性が合うかどう

かというところが参入のポイントになってく

ると思います．そのときに支援機関だけでは

なく地域の金融機関，いわゆるプロ集団と連

携しながら事業性評価の支援をやっていく必

要があるのではないかと思っています．

特に最近の地域金融の動向を見ますと，地

域経済，とりわけ地域の産業，企業のさらな

る発展，あるいは地域の暮らしにおける豊か

さの追求などを非常に重要視しています．要

するに地域経済の発展が地域金融をさらに高

度化していく，支えていくということも考え

ていて，地域とともに発展するということも

地域企業の役割として考えていますから，そ

の地域金融の思いをこういった支援というか

たちでさらに強化していくことも重要ではな

いかと考えるところです．私はこれが２つ目

の成長産業から見た地域支援機関のこれから
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の支援策と考えます．

次に調査ポイントの３つ目ですが，では実

際に地域企業の将来のあるべき姿とは何かと

いうことです．５つのあるべき姿を提示させ

ていただきたいと思います．１つ目，ニュー

ノーマル時代に向けた新たなビジネスモデル

の構築です．コロナ禍でこれまでのエンター

テインメント性のあるビジネスがなかなかう

まくいかない．そこをオンラインで結んだラ

イブ配信やスポーツ観戦など，オンラインに

よる多様なビジネスが登場しています．簡単

に言えば「つながるビジネス」です．ＩＴを

使ったつながるビジネスを構築していくこと

が，地域企業のあるべき姿と言えるのではな

いかと思います．

２つ目，社内におけるデジタル化の推進で

す．企業はいわゆる１つの組織，システムで

あって，外部環境に常に対応していくとこと

が求められます．有効性です．１つ目のつな

がるビジネスというのは，まさに有効性の適

用ですが，一方企業にとってもう１つ大事な

ことは内部の効率性を高めることです．仕事

のやり方を変えて効率化を求め生産性を上げ

ることです．そのためにデジタルツールを

使った仕事のやり方も追求していかなければ

いけないのではないでしょうか．

３つ目，今日私が一番言いたかったところ

ですが，「命を守る」ビジネス活動，産業構

造の転換を図っていかなければいけないこと

です．先ほど医療面での高度化という意味で

命を守るビジネス活動の話をしましたが，福

井県の産業構造をよくよく見ると，例えば繊

維産業であれば今回のコロナ禍でマスクをつ

くったり，防護服をつくったりということで，

早めに転換した企業が多く見られます．また，

眼鏡枠産業においてもフェースシールドをつ

くるなど，一挙にやりだしました．

今ある福井県の産業基盤でもって，この命

を守るビジネス活動に転換するチャンスが大

いにあるのではないかと私は思っています．

例えば，住宅産業であっても抗ウイルス作用

の強い建築部材をつくるとか，農業であれば

栄養価の高い農作物をつくるとか．こういっ

たことも十分にこの命を守るビジネス活動と

して，企業における将来の１つのあるべき姿

としてあるのではないとかと思います．

４つ目，顧客ニーズ創造型ビジネス活動の

展開です．福井県には唯一の温泉地としてあ

わら温泉があります．ここの温泉旅館の中に

は源泉そのものや夕食，あるいは浴衣のセッ

トを提供し，自宅で温泉旅館の雰囲気を味わ

える新ブランドを開発しています．いわゆる

「温泉旅館のテイクアウト」を始めた旅館も

見られます．

また，福井市にある文具店では，オンライ

ンで店内の様子を見られるバーチャルショッ

プを開発したお店もあります．タクシーの運

転手さんなども，お客さんを運ぶだけではな

く便利屋になるということで，いろいろな地

域のニーズに応えた仕事を開発しています．

つまり，企業はビジネス活動をやっていく

わけですが，１本の柱でなく多様な柱づくり

行う．いろいろなビジネスモデルをつくり上

げていく．ここではハイブリッド型のビジネ

スモデルといいますが，そのような展開をこ

れから強化していく必要があるのではないか

と思います．顧客ニーズ創造型ビジネス活動

の展開とはそういったことです．

５つ目は，コロナ禍だからこそスマート

社会という意味ではないですが，今まさに
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Society5.0の時代が来ています．先ほど福井

の場合デジタル系はなかなか参入しにくいと

いう話をしましたが，しかし指をくわえて見

ているわけにはいきません．大変ハードルは

高いわけですが，地域企業はデジタル社会の

到来に向けて果敢にビジネス化を図っていく

必要があるのではないかと思うところです．

それを私はスマート社会を意識するというか

たちで表現しました．

以上が，これから将来に向けて地域の産業，

企業のあるべき姿として課題提示させていた

だいたものです．

最後に，私は最近歴史を勉強するのが好き

で，何年か前に出した本の中にもたまたま書

きましたが，明治から150年以上を経ましたが，

明治に入って日本はどう変わったかといいま

すと，それまでの領国経営から中央集権国家

として生まれ変わり，明治，大正，昭和とそ

れなりの経済発展を遂げることができたと思

います．しかし，平成に入ってちょうどバブ

ルが崩壊した後，日本経済はなかなか十分な

成長を成し遂げることができませんでした．

結局，今の制度に少し疲労感が出始めてい

るのではないかと思います．国が一括して地

域の成長をコントロールする時代であった中

央集権体制から，これからはもう一度領国経

営とはいいませんが，個々の地域が地域独自

の価値，個性，パワーを発揮する時代がいよ

いよ来たのではないかと考えているところで

す．だからこそ，地域の産業，企業がパワー

を発揮することが求められているのではない

かと思います．これを私の結びの言葉とさせ

ていただきます．ご清聴どうもありがとうご

ざいました．
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